
公演の質と量を維持しながら効率的な運営を行い、優れた公演事業の提供など文化芸術の振興を図った。
◆効率的な運営の効果：市内その他施設や団体との連携事業の実施、助成金の獲得、チケットレスやキャッシュレスな
どによる利便性向上　◆優れた公演の実施：北九州芸術劇場クリエイション・シリーズ「イエ系」北九州・東京公演と
もに入場率：92%、「エブリ・ブリリアント・シング」～ありとあらゆるステキなこと～入場率：96％　ほか

今後の
課題及
び見直
し内容
（案）

団体へ
の改善
指導内

容
（案）

　その他～「行財政改革大綱における見直し内容」の取組み状況

見直しの分類 特に事業内容を精査する団体

75%

　ミッションの遂行状況の評価（令和５年度）

団体に
おける
評価

令和５年度も、市民に対し優れた文化芸術に接する
機会や活動の場を提供した。質の高い舞台芸術や音
楽の公演、オリジナルの舞台作品の創作・上演や全
国への発信、また文化芸術の普及のための人材育成
や教育事業に取り組むなど、地域における文化芸術
の拠点の役割を担った。北九州芸術劇場において
は、稼働率はコロナ禍からの順調な回復傾向にあ
り、入場率は90%を超えるものもある一方で、ダンス
公演については上演回数を多く設定したことや、開
催日の集中により来場者が分散したため、目標を達
成できなかったと考えられる。

市の評価

未達の目標はあるものの、全ての運営施設（北
九州芸術劇場、響ホール、大手町練習場）にお
いて施設稼働率が前年度を上回ったことは評価
できる。また、施設利用者に対するきめ細やか
なサポート等により、公演事業の満足度につい
て高い水準を維持している。
そのほか、質の高い舞台芸術や音楽を提供する
とともに、人材育成や教育事業を積極的に展開
し、市民の文化芸術に接する機会の充実を図っ
たことは評価に値する。

76% 29% 60% 68% 75% 74%

＜観る・聴く＞
公演事業の満足度
　①北九州芸術劇場
　②響ホール

①86%
②99%

①91%
②98.7%

①95%
②98.6%

①92.9%
②99.1%

①80%
②80%

①92.5%
②99.5%

①80%
②80%

＜支える＞
施設稼働率
　北九州芸術劇場大ホール

目標 目標
＜観る・聴く＞
公演事業の入場率
　①北九州芸術劇場
　②響ホール

①90%
②76.6%

①78%
②70.7%

①78%
②59%

①87%
②76.3%

①87%
②68%

①78%
②83.3%

①87%
②68%

実績 実績 実績 実績 目標 実績
主な成果指標

年度ごとの目標及び実績（太枠は最終目標年度）
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

　団体に対するミッション 　行財政改革大綱における見直し内容

　市民の芸術文化の振興に関する事業や埋蔵文化財
の調査、研究及び保護等を行い、市民生活の向上と
市民の豊かな文化芸術の創造に寄与する。

　市民に様々な舞台芸術を提供する公演事業につい
ては、質と量を維持しながら、収益向上策の工夫や
事業形態の見直し等により、効率的な運営に努め
る。
　また、同団体が管理運営する施設について、民間
でできるものはないかという視点で精査する。一方
で、市直営の文化施設のうち、民間で担えない部門
については、市に代わって新たな担い手となれるよ
う、環境の整備を行う。

　ミッションに基づく中期計画

3～5年後に
目指す状態

(1)市民の多様な文化芸術ニーズに対応し、様々な公演事業や育成事業の実施及び幅広い層への情報発
信を行い、地域文化の振興に寄与していく。
(2)文化芸術施設の管理運営、並びに文化財保護法に基づいた埋蔵文化財の発掘調査、研究、保存等を
行なう。

外郭団体ミッション遂行評価票 【令和５年度取組結果】

団体名 公益財団法人 北九州市芸術文化振興財団 所管課 都市ブランド創造局 文化企画課



① ①

② ②

① ①

② ②

キタＱアー
ティストふ
れあいプロ
グラム実施

回数
35回

キタＱアー
ティストふ
れあいプロ
グラム実施
回数　30回

キタＱアー
ティストふ
れあいプロ
グラム実施
回数　22回

響ホール
(音楽事業)

9 11 11 11

北九州市ジュニア
オーケストラ、北九
州市少年少女合唱団
への支援、アウト
リーチ事業の実施

ｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄﾗ
定期演奏
会・ｱｳﾄﾘｰﾁ

等
1,582人

ｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄﾗ
定期演奏
会・ｱｳﾄﾘｰﾁ

等
1,584人

ｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄ
ﾗ定期演奏
会・ｱｳﾄﾘｰﾁ

等
1,500人

ｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄ
ﾗ定期演奏
会・ｱｳﾄﾘｰﾁ

等
1,973人

2

　目的（目指す状態） 　活動計画（どうやって目的を達成するか）

【芸術・文化の担い手の育成】
　将来の芸術・文化を担う子どもの豊かな心や
感性・創造性を育むため、子どもたちが身近に
伝統文化や芸術・文化にふれる機会の充実を目
指す。
　芸術家やコーディネーターの育成、あるいは
芸術・文化の鑑賞者としての素養を高めるな
ど、幅広い芸術・文化の担い手の育成を目指
す。

＜劇場事業＞
　初めて舞台芸術に触れる人や専門家を目指す人な
ど、様々なレベルに応じた事業や舞台芸術の体験、ア
ウトリーチ事業を通じて、地域を支える人材を育成す
る。

＜音楽事業＞
　主催コンサートの出演者により、市内幼稚園・小学
校・市民センター等へのアウトリーチ（地域訪問コン
サート、鑑賞教室等）を実施する。
　地域の音楽文化の担い手の育成・継承及び演奏家の
育成と活躍の場を広げる事業を実施する。（北九州市
ジュニアオーケストラ、北九州市少年少女合唱団の支
援）

成果指標 R3年度実績 R5年度目標 R5年度実績

＜育つ＞
　学芸事業及び
  育成事業数

北九州芸術
劇場
(演劇事業)

10 8 7 7

高校生のための演劇
塾、劇場塾、演劇
ワークショップ、ア
ウトリーチ事業の実
施

R4年度実績 R5年度目標 R5年度実績 活動指標 R3年度実績 R4年度実績

キタＱアー
ティストふれ
あいプログラ
ム実施回数36
回、他全10事

業848人

R4年度実績 R5年度目標

北九州芸術劇
場＋市民共同
創作劇「君と
いつまでも～
Re：北九州の
記憶～」ほか
全4事業
・1,902人

3事業
・

1,100人

3事業
・

1,474人

響ホール
※( )内は
音楽祭

7(4)
6(5)
※1公演
中止

7(3) 8（3）

フェスティバル、
オリジナル企画、
音楽祭企画事業等
の実施

響ﾎｰﾙﾌｪｽﾃｨ
ﾊﾞﾙ2021
2公演
計502人

響ﾎｰﾙｵﾘｼﾞﾅ
ﾙ企画
1公演598人
(1公演は出演
者コロナ感染
につき直前に
中止）

響ﾎｰﾙｵﾘｼﾞﾅ
ﾙ企画4公演
計1,600人

響ﾎｰﾙｵﾘｼﾞﾅ
ﾙ企画4公演
＋30周年記
念事業
計2,784人

　ミッションに基づく具体的取組み（令和５年度）

1

　目的（目指す状態） 　活動計画（どうやって目的を達成するか）

【発信力の高い芸術・文化の振興】
　北九州芸術劇場や響ホールを活用し、発信力
の高い文化事業を実施することで、北九州ブラ
ンドの発信を目指す。

＜劇場事業＞
 質の高い劇場作品を創造し、北九州ブランドを発信す
る。
（海外の表現者や劇場と共同で作品を制作し、世界に
発信する。国内外で活躍する表現者が市民や地域の表
現者とともに北九州を題材とした作品を制作する。）

＜音楽事業＞
 響ホールの特質を活かし、著名な演奏家の出演など質
の高い音楽鑑賞の機会を提供する。（響ホール室内合
奏団等、地元演奏家と響ホールとの共同企画を実施す
る。音楽祭プロデュース企画公演を全国に発信す
る。）

成果指標 R3年度実績 R4年度実績 R5年度実績

＜創る＞
　創造事業数

北九州芸術
劇場

4 4 3 3

プロデュース公
演、市民共同企画
等のオリジナル作
品の制作

北九州芸術劇
場クリエイ
ション・シ
リーズ「まつ
わる紐、ほど
けば風」ほか
全4事業1,149
人

R5年度目標 R5年度実績 活動指標 R3年度実績



①

②

①

②

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

・主催者アンケートの回収率

北九州芸術劇
場

79% 75% 70% 74%

市民による
文化活動発
表の場の提
供や地元演
奏家の公演
企画等の支
援を行っ
た。

北九州芸術劇
場

99% 99% 97% 99%

響ホール 100% 98% 97% 97%

創造事業等に
おいて地元俳
優・作家等を
積極的に活用
したほか、地
元劇団との提
携公演の実
施、活動支援
を行った。

創造事業等
において、
地元俳優・
作家等を積
極的に活用
するほか、
地元劇団等
の活動の場
を提供す
る。

創造事業等に
おいて地元俳
優・作家等を
積極的に活用
したほか、地
元劇団との提
携公演の実施
や活動支援を
行った。

響ホール 80% 100% 65% 100%

・回収した主催者アンケートの結果（満足度）

②
地域劇団等が活動
しやすいよう支援
を行う

地元の人材の積

極的な活用や活

動支援、地元劇

団との提携公演

などのほか、市

内団体の「東ア

ジア文化都市」

関連事業を「協

力事業」として

支援した。

③

市民や民間団体が
実施する音楽事業
への支援充実を図
る

市民による文化

活動発表の場の

提供や地元演奏

家の公演企画等

の支援を行っ

た。

市民による
文化活動発
表の場の提
供や地元演
奏家の公演
企画等の支
援を行っ
た。

市民による
文化活動発
表の場の提
供や地元演
奏家の公演
企画等の支
援を行う。

響ホール 56% 56.3% 61.0% 65.4%

大手町練習場 27% 38.8% 56.9% 69.3%

74%

同劇場 中劇場 71% 65% 70% 72%

R4年度実績 R5年度目標

同劇場 小劇場 57% 66% 80% 70%

4

　目的（目指す状態）

芸術劇場 大
ホール

60% 68%

R5年度実績

＜支える＞
・施設稼働率

①

施設利用者に対す
るアドバイスやサ
ポートを行い、利
便性の向上を図る

利用者の立場に

立った提案やア

ドバイスを行い

多彩な催しの開

催を総合的にサ

ポートし、また

コロナ禍におい

ても安心安全な

利用となるよう

支援した。

利用者の立場
に立った提案
やアドバイス
を行い安心し
て催しを開催
できるよう、
利用検討段階
から当日まで
総合的にサ
ポートした。

高い満足度の維

持。アンケート

のうち利便性に

関する「利用・

予約情報の入手

しやすさ」「問

合せや予約・受

付が円滑」「打

合せが円滑」い

ずれも95%以上

「利用・予
約情報の入
手のしやす
さ」97.9%、
「問合せや
予約・受付
が円滑」
98.9%、「打
合せが円
滑」99.0%

　活動計画（どうやって目的を達成するか）

【市民の芸術・文化活動の促進】
　市民が行う芸術・文化活動への支援・協働や
文化施設の運営を通して芸術・文化に対して場
の提供を進めるなど、市民が活動しやすい環境
づくりを進める。

＜施設利用＞
　安心して催しを開催できるよう総合的なアドバイス
やサポートを行う。（施設の使用申込みから開催日ま
でのケア、安全性、非常時の対応説明など）

＜劇場事業＞
　地域劇団等の活動を支援する。（作品創造及び上演
の環境づくりの支援）

＜音楽事業＞
　市民の音楽活動を支援する。
　コーラスフェスティバル等を実施する。

成果指標 R3年度実績 R4年度実績 R5年度目標 R5年度実績 活動指標 R3年度実績

75%

広報活動の実施
情報誌

CulCul(かるか

る）隔月10,000

部発行

情報誌

CulCul(かるか

る）隔月10,000

部発行

情報誌CulCul
隔月5,000部発
行
WEB版CulCul
拡充

情報誌CulCul

隔月5,000部発行

北九州市芸術文

化情報サイト「か

るぽー」開設及び

管理運営

＜観る・聴く＞　公演事業の満足度

北九州芸術
劇場

95% 93% 80% 92.5%

②
旬なアーティスト
の公演開催

「近松心中物

語」（作：秋元

松代、演出：長

塚圭史）入場

率：94%

東京デスロック｢

再生｣（作・演出

多田淳之介）

入場率：70%

「くるみ割り
人形外伝」
（作・演出：
根本宗子）
入場率：80%

「くるみ割り
人形外伝」

（作・演出：
根本宗子）入
場率：86％

響ホール 98.6% 99% 80% 99.5%

87% 87% 78%

響ホール 59.0% 76.3% 68.0% 83.3%

③

3

　目的（目指す状態） 　活動計画（どうやって目的を達成するか）

【市民が芸術・文化に接する機会の拡大】
　市民が、優れた芸術・文化を享受する機会の
提供を目的とした多様な取り組みを行う。

＜劇場事業＞
　幅広いラインナップの充実を図るため、エンターテ
イメント性が高く集客力のある作品の招へい、提携、
協力公演を行い、市民に良質な公演を提供する。（旬
な表現者の作品を招へいし、話題を集める作品を企画
する）

＜音楽事業＞
　海外オーケストラや国内外の著名な演奏家による質
の高い演奏会、ジャンル拡大・多様化を図る演奏会を
開催する。

＜広報事業＞
　情報誌の発行により文化情報を提供する。

成果指標 R4年度実績 R5年度目標 R5年度実績

＜観る・聴く＞　公演事業の入場率

①
話題性や集客力の
ある演目の実施

「ドクター」

（作：ロバート･

アイク、演出：

栗山民也）入場

率：63%

東京成人演劇部

vol.2｢命、ギガ

長スＷ｣(作･演

出：松尾スズキ)

入場率：84%

ケムリ研究室
「新作」
（作・演出：ｹ
ﾗﾘｰﾉ･ｻﾝﾄﾞﾛ
ｳﾞｨｯﾁ）
入場率；87%

ケムリ研究室「眠

くなっちゃった」

（作・演出：ｹﾗﾘｰ

ﾉ･ｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨｯﾁ）

入場率：69%

R3年度実績 R4年度実績 R5年度目標 R5年度実績 活動指標 R3年度実績

北九州芸術
劇場

78%



R4年度実績 R5年度目標 R5年度実績

埋蔵文化財発
掘調査事業
（市受託事
業）の適正な
実施

市の委託
を受け、
適正に調
査業務を
実施し
た。

市の委託
を受け、
適正に調
査業務を
実施し
た。

市の委託
を受け適
正な調査
業務の実
施

市の委託
を受け、
適正に調
査業務を
実施し
た。

埋蔵文化財発掘調
査事業（市受託事
業）の適正な実施

報告書の刊行
や、普及活動
（速報展）を
実施した。
※新型コロナ
ウイルス感染
症拡大防止の
ため、発掘報
告会や市民向
け講座は中
止。

5

　目的（目指す状態） 　活動計画（どうやって目的を達成するか）

【文化財の保存・継承】
　郷土の歴史と文化に対する理解を深め、郷土
愛を育むために地域文化の保存・継承を目指
す。
　埋蔵文化財の調査・研究を通して得られた成
果を市民共通の財産として保存継承するととも
に、遺産の活用を行う。

①埋蔵文化財発掘調査事業（市受託事業）を円滑に実
施する。
②埋蔵文化財調査報告書の刊行や埋蔵文化財に関する
普及活動（遺跡発掘報告会など）を実施する。
③埋蔵文化財センターの維持管理を実施する。
　（定期的な収蔵品・展示品の入れ替えなど）

成果指標 R3年度実績 R4年度実績 R5年度目標 R5年度実績 活動指標 R3年度実績

報告書の
刊行や、
普及活動
（速報
展、発掘
報告会）
を実施し
た。

報告書の
刊行や、
速報展・
発掘報告
会等の普
及活動の
実施

報告書の
刊行や、
普及活動
（速報

展、発掘
報告会）
を実施し

た。


